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睾 丸 破 裂 の2例
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TWO CASES OF TESTICULAR RUPTURE

  Susumu  TSUJINo, Tohru HIRATA, Hirofumi SHIMIZU, 

Takaaki ITo, Hiroaki SHIOZAWA and Kenichiro KOSHIBA 

      From the Department of Urology, Tokyo Medical College

   Two cases of testicular rupture are presented and 119 cases in Japanese literature are reviewed. 
A 29-year-old man and a 32-year-old man were admitted to our hospital with the complaint of 

gradually increasing pains and swelling on the right testicle. Four days and three days before 
admission they experienced trauma during athletic activities. 

   The diagnosis was established preoperatively by means of ultrasonography in the first one, 
but not in the other. The necrotic tissue of l/3--1/2 of testis was removed and tunica albuginea 
was repaired in both cases. 

   Of 119 cases of testicular rupture in Japanese literature a peak occurs in the 2nd decade and 
during contact sports. The ultrasonography is an effective diagnostic modality. The rate of 
orchiectomy has been decreasing. 

   The function of the affected testis is hard to evaluate. 
                                                  (Acta Urol. Jpn. 35: 1079-1082, 1989) 

Key word: Testicular rupture

緒 言

比較的稀 とされていた睾丸破裂は,ス ポーツ外傷や

交通事故の増加に伴い,そ の報告例もしばしば見受け

られるようになってきた,わ れわれ も,最 近スポーツ

外傷による睾丸破裂の2例 を経験 し,い ずれも睾丸組

織を可及的に残 し白膜縫合術を行い経過良好である.

そ こでこの2例 を報告するとともに,い ままでに本邦

で報告された睾丸破裂117例 に 自験例を加え,ll9例 に

ついて統計的考察を行い報告する.

症 例

〔症例1〕

患 者:29歳 会社員,未 婚

主 訴:右 睾丸部の有痛性腫脹

現病歴ll987年11月1日,野 球試合中に右睾丸部を

打撲し,自 宅にて患部を冷やしていたが腫脹や疹痛が

増強 したため,受 傷4日 後に来院した.

既往歴および家族歴:特 記すべきことなし.

現 症:全 身所見に特記すべきことなし.右 睾丸 一

副睾丸は一塊とな り区別できず,小 児手挙大に腫大し

圧痛著明であった.右 陰嚢上2/3,左 陰嚢および会陰

部に皮下血腫を認めた.

血液一般 ・生化学検査:WBC12,200/mm3以 外異

常を認めず.

尿検査 正常範囲

X線 検査:腹 部単純写真で異常を認めず.

超音波検査所見=比 較的 エコーレベルの高い睾丸

は,そ の一部が辺縁不整の断裂像としてみられた.ま

た,睾 丸周囲の一部にはエコーレベルの低い像があ り

血腫の存在を示していた.

以上の所見より右睾丸破裂の診断にて手術を施行し

た.

手術所見:腰 麻下に右陰嚢皮膚に切開を加え,多 量

の凝血塊を除去し観察す る と,白 膜は縦方向に断裂

し,睾 丸の一部は黒く壊死状態となっていた.約2β

の健常組織を残 し白膜を3-0デ キ ソンに て縫合した

(Fig.1).

病理組織学的所見:睾 丸は部分的に出血 ・壊死をき

たし,炎 症細胞浸潤はほとんど認められなかった.
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Thenccroticpartwasremovcdand2/3
0ftestiswasrepaired.

Fig.2.Thelowerhalfoftunicaalbugineawas

rupturとdandthetcsticulartissuewas

prolapsed.Butl/20ftestiswasrepaired.

術後経過良好で,40日 後に行った精液検査は正常で

あった.ま た2ケ 月後,右 睾丸は左睾丸に比してやや

小さいが,硬 度 ・弾性などは左睾丸とほぼ同程度であ

った.

〔症例2〕

患 者 ・32歳,バ スケットボール選手,既 婚

主 訴:右 睾丸部の有痛性腫脹

現病歴11986年5月9日,バ スケットボール試合中

に右睾丸部を打撲 した.放 置す る も有痛性腫脹出現

し,歩 行困難とな り,受 傷3日 後に来院 した.

既往歴および家族歴:特 記すべきことなし.

現 症1全 身所見に特記すべきことなし.右 睾丸 ・

副睾丸は一塊とな り,鷲 卵大に腫大し圧痛著明であっ

た.ま た,右 陰嚢全体に皮下血腫を認めた.

血 液一一・般 ・生化学検査WBClI,500/mm3以 外異

常を認めず.

X線 検査:腹 部単純写真で異常を認めず

超音波検査:右 睾丸内は均一であり,血 腫の存在は

明らかではなかった.

右睾丸破裂を疑い翌 日手術を施行した.

手術所見=腰 麻下,右 陰嚢皮膚に切開を加え,古 い

凝血塊を除去し観察すると,白 膜は下半分が縦に完全

に裂けてお り,睾 丸内容の一部は脱出 していた.約

1/2の 健常組織を残 し3-oデ キ ソンにて 白膜を縫合し

た(Fig.2).

病理所見:睾 丸切除部は全体的に壊死を来たし,間

質に出血と軽度の好中球浸潤を伴 ういわゆる梗塞像を

呈していた.

術後経過良好で,8日 目に退院した.

考 察

睾丸破裂は本邦 では折笠1)の35例 の 集計以後,林

ら2)がII例,行 徳3)が11例,鎌 田ら4)が30例 をそれぞ

れ集計し報告 している.そ れ以降に報告された30例 に

今回の2例 を加え,鎌 田ら4)の表に続けるとTable1

の よ うになる.こ れら計ll9例 について統計的考察を

行った.

受傷年齢は7歳 より72歳 に 及 ぶが,20歳 代が55例

(47.0%)と 最 も多く,次 いで10歳 代22例(18.8%),

30歳 代21例(17.9%)と な ってお り,鎌 田ら4)の 集計

結果 と同様の傾向を示している.患 側の判明している

101例では,右 側56例,左 側45例 で有意な差はなかっ

た.受 傷原因としてはスポーツが最も多 く,つ いで交

通事故となっている.ち なみに1980年 を境に分けてみ

ると,1980年 以降はその傾向が強い(Table2).症 状

については記載のなかった症例を除けぽ,局 所の疹痛

はすべて(85例)に,陰 嚢の腫脹 も1例 を除いてすべ

て(92例)に 認められた.シ ョ,ク 症状を呈したもの

は9例 と少なく,肉 眼的血尿を認めたものは3例 ある

がその併発症は不明である.術 前に睾丸破裂の診断を

下すのは以外に難しく,大 部分は開けてみて初めて診

断がつい ている.た だ最近では術前に超音波検査や

CTを 施行 した例が多く,今 回集計32例 中,超 音波検

査は12例6,7・9)に,CTは3例9)に 行われている.そ し

て超音波検査施行例中5例 では白膜断裂が確認されて

いる.わ れわれの2例 にも前述のごとく超音波検査を

実施し,症 例1で はそれが明らかであったが,症 例2で

は不明瞭であった.野 俣ら7)も指摘しているが,詳 し

い問診と同時に超音波検査が有力な情報を提供 してく

れることはまちがいないであろう.破 裂様式は記載の

あった73例 についてみると,横 裂39例,縦 裂17例,斜

裂5例,粉 砕3例,そ の他9例 で横裂が最も多く,鎌

田ら4)の 集計結果と同傾向である.
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Tablc2.Testicularrupturcmayrcsultll'om

contactsports,vchicleaccidents,falls

and丘ghts.Recentlythecontactsport

isthemostcommoncause.

年 度 計 ～197919BO～

スポーツ外傷

交通事故

転 落

けんか

その他

不 明

32

22

17

20

19

9

17

14

14

12

17

9

15

8

3

8

2

0

計 119 83 36

(本邦報告例119例 について)

Table3.Therateoforchiectomyhasbeende-

creasing,cspeciallyintheshorttime

beforeadmission.

囮 自膜縫合術または部分切除術

口 除畢術

(不明34例 を除 く85例 につ いて)

睾丸破裂に対する治療は,自 膜縫合術 ・部分切除術

と除睾術が主となるが,ち なみに1980年 を境に前後に

分けてみると,最 近はなるべく睾丸を残す努力がなさ

れている傾向がうかがわれる.特 に受傷後日が浅いと

その傾向が強い(Tablc3).受 傷直後ではなく何日か

して来院する例が多 く診断を難しくしているが,疑 わ

しい例は開けるべきで,諸 家1-5・7,8)の報告でも同意見

である.病 理所見についての記載のあった45例 中,出

血のみのものが11例,変 性壊死を伴 うものが26例 と後

者が多い.こ れは前述のごとく受傷後 日数を経たもの

が多いか らで あろう.119例 中1例(0.84%)は 睾丸腫

瘍に合併したもの10)であ り手術時充分な注意が必要で

ある,白 膜縫合術や部分切除術を施行した場合,患 側

睾丸が正常な機能を回復するかどうかが問題であると

同時に,反 対側睾丸への影響も考える必要がある.し

かし現状ではこれらの具体的評価は難 しい.今 回の集

計では6例 に精液検査が 行われてお り6・9),われ われ

の例でも前述のごとく問題はなか ったが,精 液検査だ

けでは不十分であろう.で きればさらに長期間の患側

睾丸の経過観察が必要であり,特 に睾丸の機能評価を

如何にするかが今後の課題 と考えられる,
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